










カル ロ ・ス カルパ の建 築 をつ くる もの



































ブ リオン家墓地 は,イ タ リアの家電 メーカー,
ブリオ ン ・ヴ ェガ社 の創始者で あるジュゼ ッ
ペ ・ブ リオ ンと彼 の家族 のために建設 され た。
生 まれ故郷 のサ ン ・ヴ ィッ トに葬 られ ること
を望んだ ジュゼ ッペの遺志 を受 けて,1969年
に妻オ ノリアナはスカルパに墓地 の設計 を依
頼 した。墓地 の敷地 はイタ リア,ヴ ェネ ト州
のサ ン ・ヴィッ トにあ る村 の共 同墓地 の北東
側 に隣接す るL字 型の土地,約2200㎡である。
墓地 は敷地 の南端にあ るウォーター ・パ ヴ ィ
リオ ン,西 端の礼拝堂,そ して敷地 のほぼ中
央,L字 の角の部分 にあ るブ リオ ン夫妻 の墓
を中心 に構成 されて いる。
この作品で は,施 主 は隣接す る共同墓地 と
の調和 を重視す るという点以外にはほ とん ど
要求 を して いな い。 スカルパがそれまで数多
く手が けて きた レスタウロや美術館の展示計
画 などの作 品と比べ ると,制 約で はあ るがイ
ンス ピレーシ ョンの源で もあった設計上の条
件 はかな り少 な く,ほ ぼゼロに近 いところか
ら発想 しなけれ ばな らなかった。つ まり,ブ
リオ ン家墓地 はほぼ一 か ら作 られ た建築作品
と言 えるだろ う。 この作 品では,ど のような
空間を どのよ うに作 り上 げよ うと したのか,
とい うことが他 の作 品よ りも明 らかに示 され
てい ると考 え られ る。
サ ン ・ヴィッ トの集落を離 れ,南 西 に しば
ら く歩 くと,ブ リオ ン家墓地 の外壁 が畑 の中
に現れ る。 敷地 南側の ウォーター ・パ ビリオ
ンを囲む外壁は,外 側の風景 を完 全に遮 断 し
て いるが,村 の方向 とな る北側 と東側 の外壁
は,内 部を盛 り土す ることによ って,人 が墓






















































焙 りだされて建築家の意図をより明確 に示 し,
強調する要素 となるものと考えられる。
このように,三 つの契機によって考察 した
空間構成,つ まり墓地全体の空間,墓地内部
の空間,装飾は,そ れぞれに重なり合いなが
ら存在 し,単独の形で明確には現れない。 ま
た,彼 がブリオン家墓地に求めた意義,そ し
て建築にかけた時間や手間は,あ る意味では
無駄なものとも思われるbし かし,こうした
不確かで,余剰にみえるところにこそ,ス カ
ルパの建築の魅力があり,彼の建築の本質に
繋がる要素を見いだせる。
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